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調査研究実績 

の概要○○○ 

本研究は，映像を用いたコミュニケーションにおいて，従来のように相手のみの映像あ

るいは自己映像をP-in-P (Picture-in-Picture) で挿入するだけでなく，対話者の身体動

作を再現するアバタとしてのCGキャラクタを重畳合成する身体的ビデオコミュニケーショ

ンシステムを開発することを目的とする．とくに，動作計測部位をインタラクションに重

要な役割を果たす頭部のみに限定して機器の簡略化と装着感の向上を図るとともに，音声

と動作の相互相関関係に基づく動作モデルによって身体を介したコミュニケーションの場

を生成・制御し，遠隔コミュニケーションを支援するシステムを研究開発する． 

これまでにユーザの意思決定に人工物あるいはシステムがどのような影響を与えるかと

の観点から，説得のためのテクノロジをカプトロジ(Captology) と定義して検討が進めら

れており，擬人化エージェントによる説得行為がユーザへの態度に大きな影響を与えるこ

となどが報告されている．よってアバタを介したビデオ対話についても，身体的引き込み

機能を有する観客キャラクタを配置することでインタラクションに影響を与える可能性が

高いと考えられる．そのため，異なる主張を一つに収束させる合意形成対話支援を目的

に，ビデオ会議において観客キャラクタを対話相手の顔画像の周辺に配置した実映像対話

システムを開発した．本システムでは観客キャラクタに相手顔画像を合成することで，観

客キャラクタが対話相手に関連付けられ，自動生成された応答動作を相手の反応の一部と

とらえることができる．  
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調査研究実績 

の概要○○○ 

またプロトタイプシステムを用いた自由対話による評価実験，および顔画像の明度調整

機能を追加したシステムを用いたコミュニケーション実験において，対話促進や，合意形

成対話での主張の促進に対して評価されるなど，システムの有効性を確認した． 
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